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市 民 税 43 億 7,837 万円 43.3％
固定資産税 43 億 7,971 万円 43.3％
軽自動車税 2 億 6,260 万円 2.6％
市たばこ税 6 億 1,754 万円 6.1％
都市計画税 4 億 6,705 万円 4.7％

 ■鹿屋市一般会計歳出決算の性質別内訳
鹿屋市の平成 20 年度一般会計歳出決算を性質別で見ると以下のようになります。

会計名 歳入（A） 歳出（B） 差引（A － B）
国民健康保険事業 12,080,205 11,948,269 131,936
老人保健 1,084,164 1,087,740 △ 3,576
後期高齢者医療 908,279 897,442 10,837
介護保険事業 8,057,172 7,862,893 194,279
公共下水道事業 2,128,945 2,088,581 40,364

会計名 歳入（A） 歳出（B） 差引（A － B）
下水道 41,912 40,127 1,785
輝北簡易水道事業 76,103 73,125 2,978
立小野簡易水道事業 2,477 1,412 1,065

合　　計 24,379,257 23,999,589 379,668

※老人保健特別会計の差引△ 3,576 千円は、国の制度により、翌年度精算される仕組みとなっており、不足分は平成 21 年度
に補てんされます。

（単位：千円） （単位：千円）
特別会計

平成20年度鹿屋市決算の概要をお知らせします特集

民生費
125 億 6,574 万円
（33.3％）

公債費
59 億 5,301 万円
（15.8％）

総務費
41 億 6,136 万円
（11.0％）

消防費ほか
34 億 5,205 万円
（9.2％）

教育費
39 億 791 万円
（10.4％）

土木費
29 億 5,779 万円
（7.8％）

農林水産業費
24 億 4,600 万円
（6.5％）

衛生費
22 億 6,359 万円
（6.0％）

一般会計歳出
377億745万円
（100.0％）

消防設備の整備や産業振興などにかかる費用
◆地下壕対策事業
◆地域産業活動支援事業
◆商工業活性化推進事業
◆ばらを活かしたまちづくり推進事業など

保健衛生やゴミ処理などにかかる費用
◆健康診査事業
◆各種予防事業
◆小型合併浄化槽設置整備事業
◆ごみ収集委託事業など

農道整備や農林水産業振興などにかか
る費用
◆土地改良施設整備事業
◆バイオマス利活用施設整備事業
◆森林整備地域活動支援事業
◆畜産担い手育成総合整備事業など

道路や公営住宅などの管理・整備に
かかる費用
◆足元道路・幹線道路整備事業
◆市営住宅建替・改善事業
◆公園維持管理・整備経費など

学校施設の維持管理・整備や学校教育及び
生涯学習などにかかる費用
◆学校施設耐震化事業
◆学校給食センター整備事業
◆芸術文化学習プラザ管理経費など

地域振興などにかかる費用
◆町内会関係経費
◆交通安全対策事業
◆総合交通対策事業
◆男女共同参画推進事業など

過去の借入金の返済にかかる費用
（プリンセスかのや債の経費を含む）
◆元金償還
◆利子償還

高齢者福祉、医療、保育費などの費用
◆障害者自立支援給付事業
◆生活保護事業
◆高齢者等訪問給食サービス事業
◆乳幼児医療費助成事業
◆次世代育成支援対策事業など

 ■鹿屋市の主な財政指標
平成 20 年度 平成 19 年度

①財政力指数 0.49 0.49
　標準財政規模（千円） 24,187,617 22,778,120
　基準財政収入額（千円） 9,049,257 9,350,919
　基準財政需要額（千円） 18,986,920 18,483,414
　経常一般財源収入額（千円） 23,479,564 22,748,035
②経常収支比率（％） 93.4 95.1
③起債制限比率（％）（３か年平均） 11.4 10.9

①財政力指数
　 　地方公共団体の財政力を判断する指標で、地方交

付税法の規定により算定された基準財政需要額で基
準財政収入額を除して得た数値の過去３年間の平均
値をいい、一般的に「１」に近いほど、さらに「１」
を超えるほど財政力が強いとされています。

②経常収支比率
　 　財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指標

で、歳出の経常的経費に充当された一般財源等が歳
入の経常一般財源等に占める割合で、70％～ 80％
が標準的とされ、比率が低いほど財政構造に弾力性
があるといわれています。

③起債制限比率
　 　地方債の発行制限にかかる指標で、地方公共団体

が支出した公債費の財源として使用した一般財源の
額の標準財政規模に対する割合を示したものです。

　　20％を超えると一部の地方債発行が制限されま
　す。
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※ 上記の表は平成 20 年度地方財政状況調査の性質別分類に基づき作成していますので、上の円グラフと金額が合わない項目が一
部あります。

一般会計歳入
390億5,309万円
（100.0％）

自主財源
143 億 2,690 万円
（36.7％）

市税
101 億 527 万円
（25.9％）

依存財源
247 億 2,619 万円
（63.3％）

繰入金
9億 5,856 万円
（2.5％）

繰越金
12 億 7,063 万円
（3.2％）

使用料・手数料
8億 2,340 万円
（2.1％）
諸収入

4億 3,281 万円
（1.1％）

分担金・負担金
6億 1,805 万円
（1.6％）

その他の自主財源
1億 1,818 万円
（0.3％）

地方交付税
129 億 3,887 万円
（33.1％）

国庫支出金
45 億 5,567 万円
（11.7％）

市債
26 億 3,750 万円
（6.7％）

県支出金
24 億 6,052 万円
（6.3％）

地方消費税交付金
8億 8,703 万円
（2.3％）

地方譲与税
5億 9,672 万円
（1.5％）

その他の依存財源
6億 4,988 万円
（1.7％）
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区　　分 平成 20 年度 平成 19 年度
決算額（Ｂ）

決算額増減
（A）－（B）決算額（A） 構成比

義務的経費

人 件 費 7,833,093 20.8 8,111,022 △ 277,929
扶 助 費 7,679,524 20.4 7,444,918 234,606
公 債 費 6,089,994 16.1 5,406,150 683,844
小　　計 21,602,611 57.3 20,962,090 640,521

投資的経費
普通建設事業費 2,908,384 7.7 4,241,920 △ 1,333,536
災害復旧事業費 67,748 0.2 163,097 △ 95,349
小　　計 2,976,132 7.9 4,405,017 △ 1,428,885

その他経費

物 件 費 4,265,351 11.3 4,717,883 △ 452,532
維 持 補 修 費 193,734 0.5 244,614 △ 50,880
補 助 費 等 3,001,063 7.9 3,016,401 △ 15,338
積 立 金 1,384,221 3.7 978,647 405,574
投資及び出資金 7,150 0.0 2,200 4,950
貸 付 金 63,908 0.2 68,282 △ 4,374
繰 出 金 4,213,278 11.2 3,795,601 417,677
小　　計 13,128,705 34.8 12,823,628 305,077

合　　計 37,707,448 100.0 38,190,735 △ 483,287

（単位：千円・％）
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